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Abstract
This paper explores the relationship between journalism and political power in Malaya during the
decolonization era, focusing in particular on the journalists and their networks of the Jawi-script
Malay daily Utusan Melayu before the 1961 strike.
Utusan Melayu was launched in 1939 by the Singapore Malay Union to support the Malay
community. Under the editorship of the two prominent journalists Abdul Samad Ismail and
Yusof Ishak, Utusan Melayu mobilized the Malay people toward the independence movement.
Utusan Melayu played a catalytic role in the establishment of the United Malays National
Organization (UMNO) and allied with UMNO to fight against the British. This strategy on the
part of the daily made a significant impact on the independence movement and at the same time
gave the newspaper an exceptionally high reputation among the Malay public. However, after
Malaya gained independence from the British, Utusan Melayu found itself confronted by UMNO.
The confrontation culminated in UMNOʼs takeover of Utusan Melayu and later in the loss of the
latterʼs editorial autonomy. The loss of the dailyʼs editorial autonomy had a significant impact on
the relationship between the media and political power after 1961.
The main question of this paper is why and how Utusan Melayu lost its editorial autonomy.
To answer the question, this paper uses the memoirs and biographies of journalists as well as
commemorative publications of the newspaper.
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は じ め に ――脱植民地期のジャーナリズムと政治権力をめぐる問い
マレーシアのメディア史に大きな足跡を残したジャーナリストとして必ず名前が挙がるのが
2008 年に死去したアブドゥル・サマッド・イスマイル (Abdul Samad Ismail) である。その
功績の大きさから「マレー語ジャーナリズムの父」ともいわれるサマッドは若干 16 歳で




めの文学」(Seni untuk Masyarakat) を唱えて後のマレーシアとシンガポールの文学界に多大
な影響を与えた「1950 年文学者集団」(Angkatan Sastrawan 50: ASASʼ50) の起ち上げに大き



















者の減少で 2003 年に日刊から週刊へ，2006 年 1 月には一時停刊した。しかし，停刊したその年の
うちに政府の支援によって復刊することになった [Bernama 2006]。






























2 ) その後，1970 年代になるとストレーツ・タイムズ・グループはマレーシアとシンガポールの 2社に
分社化され，マレーシアの方は英語日刊紙『ニュー・ストレーツ・タイムズ』(New Straits Times)
を出版する NSTP グループとなった。マレーシアの『ブリタ・ハリアン』も NSTP グループから
出版されている。




































































論に直接関連するのは 2001 年に出版された最初の回想録である [Zahari 2001; 2006; 2015]。サマッ
ドについては文学作品や新聞に寄せた記事を集めた著作も多いが，本稿の議論に直接関連する回顧
録は 1993 年出版のものである [Samad 1993]。また，サマッドと同時代に『ウトゥサン・ムラユ』
に勤務していたり親しい関係にあった人が彼の誕生日を記念して出版した本も参照した [Cheah
































あり，そのコミュニティは主に南インドから商業目的で 18 世紀末から 19 世紀にやってきた
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ギリスの下でシンガポールとともに海峡植民地を形成していたペナンやマラッカでも同様な識




うになるのは 1930 年代に入ってからのことである。1930 年代には 81 のマレー語定期刊行物
が出版された。これは 1920 年から 1930 年の 10 年間に新たに出版されたマレー語出版物の数
が 34 であったことと比較すると 2倍以上の伸びである。マレー語刊行物の出版はイギリスの
植民地統治下でいち早く都市化が進んだシンガポールやペナンを拠点にして始まり，1930 年








代表的な人物として，オン・ジャアファル (Onn Jaafar)，イブラヒム・ヤコブ (Ibrahim
Haji Yaccob)，アフマド・ブスタマム (Ahmad Boestamam)，サマッドの名を挙げることが
できる。UMNO創設者であるオン・ジャアファルは『ワルタ・マラヤ』と『ルンバガ』の編
集者として生涯のキャリアを積み重ねた。反植民地主義とイギリスからの独立を掲げる青年マ
レー人連盟 (Kesatuan Melayu Mudah: KMM) を結成したイブラヒム・ヤコブは，教師とし
て活動する傍らでマレー語紙に活発な投稿を重ね，KMM結成後には教職から離れて『マジリ







8 ) 1930 年代のマレー語出版物の刊行地は，コタバル，クアラピラ，シンガポール，クパラバタス，ム
アル，クアラルンプール，ペナン，バトゥパハッ，クアラトレンガヌ，マラッカ，クアラカンサー，


























『ウトゥサン・ムラユ』はシンガポール・マレー人連盟 (Kesatuan Melayu Singapura:
KMS) の 1938 年の決議に基づき，翌年の 5 月 29日に創刊された。マレー人の地位向上を目
指して設立されたKMSが問題にしたのは，マレー人と同じムスリムでも経済的により豊かな
アラブ系やインド系の人々からマレー人の独立したリーダーシップをいかにして確保するかと
9 ) ロフが引用したセンサスでは，クランタンとトレンガヌの識字率が 8%と 7.9%であるのに対し，
クアラルンプールでは 62.8%と地域ごとに大きな差が見られる [Roff 1994: 84]。






もアラブ人の裕福な一族であるアルサゴフ (Alsagof) 家が所有する新聞であった。1907 年創
刊の『ウトゥサン・ムラユ』10) は，シンガポールで発行された最初の英語紙『シンガポール・
フリー・プレス』(Singapore Free Press) のマレー語版として創刊された。『ルンバガ・ムラ











代大統領を務めることになるユソフ・イシャク (Yosof Ishak) である。ユソフは当時のイギ
リスの保護国であったマレー連合州 (Federated Malay States) ペラのタイピンで 1911 年に
生まれた。ラッフルズ学院 (Raffles Institution) での教育を終えた後，マレー連合州の警官と
なり，その後，短期で英語雑誌の『スポーツマン』(Sportsman) の刊行に関わった。失敗に
終わるものの，ダイアモンドの商売も手掛けた。1932 年には『ワルタ・マラヤ』の経営に携
わって頭角を現した [Chew 1999: 70-71]。
KMS が『ウトゥサン・ムラユ』を創刊しようとした時に問題となったのは資本金である。
『ウトゥサン・ムラユ』は 2,000 ドルを支払って最初の会社登録を終えたが，規定を満たすた









の購入者の多くはタクシー運転手，屋台の店主，小農などからなり，彼らが 1株 1 ドルで少な
い蓄えの中から株式を購入したのである。しかし，400 人近くからの資金提供によっても，依
然として 8,000 ドル以上が不足したために，最終的に KMS 指導者のダウド・モハマド・
シャー (Daud Mohd. Shah) とエンボック・スロ (Embok Suloh) の個人的な出資で『ウトゥ


















ドゥル・ラヒム・カジャイ (Abdul Rahim Kajai)12) を編集長に迎え入れた後は，マレー人コ
ミュニティからの大きな支持を得て，1939 年末には 1,000部に回復し，1941 年までには 1,800
部に到達して経営は安定することになった [Roff 1994: 177]。
11) 例えば，エスニック・メディアについて町村は「人間の空間移動によって生み出された人種民族的







イのジャーナリズム活動とマレー語紙の動向については Latif [1984: 8-82] を参照。


















サマッドは 1925 年 4 月 24日にシンガポールのカンポン・ムラユで生まれた｡13) 祖先はジャ
ワの出自で祖父の代に一族はシンガポールに移ってきた。サマッドの幼少期には父親はマレー
人学校の校長を務めてマレー人コミュニティから敬意を集めていた。シニア・ケンブリッジ
(Senior Cambridge) 試験14)に合格した後，若干 16 歳でサマッドは『ウトゥサン・ムラユ』に
入社して働き始めた。入社当初は，ユソフ・イシャクに記者になりたいか編集者になりたいか
を問われたものの，本人はその違いも実はよくわからなかったという [Samad 1993: 41]。
日本軍がシンガポールを占領し，『ウトゥサン・ムラユ』が『ブリタ・マライ』へと変え
13) サマッドの公式の出生証明では 1924 年 4 月 18日生まれになっており，一般に新聞記事等で引用さ
れる場合は 1924 年生まれとされることもある。しかし，サマッド本人によれば実際は 1925 年 4 月
24日生まれである。サマッドによれば，若年でシニア・ケンブリッジ試験を合格したサマッドを当
時の人々は信じないと父親が考え，出生記録を 1年ほど改定したために，実際の年齢より 1 年前の
出生証明が残されたという [Samad 1993: 23]。














は戦前の KMM の系譜を引く活動家で構成され，戦後はマラヤ・マレー国民党 (Parti





















解党した後は，野党の全マラヤ (マレーシア) ・イスラーム党 (Parti Islam Se-Malaysia: PAS) を
率いることになる。











(Anti-British League) への関与を疑われて投獄されている。この 2 度の逮捕の時期を除き，





後のマレー語紙業界において他に並ぶもののない地位に押し上げた。1945 年 9 月に復刊した
『ウトゥサン・ムラユ』は，翌年 2 月までには 1日当たり 6,000部の発行部数にまで拡大して
いる [Utusan Melayu 1949: 20-23; Chew 1999: 77]。さらに，1957 年までにはシンガポール以












ム・ヤコブらによって 1945 年 7 月に結成された。クリス運動の詳細については長井 [1978: 79-82]
を参照。
↗19) 当時の記者の 1 人が記憶するところでは，当時，『ウトゥサン・ムラユ』の編集部内では，サマッ
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もあったサマッドの妻のハミダ・ハッサン (Hamidah Hassan) は 2 人の関係を「双子」のよ
















党 (Peopleʼs Action Party: PAP) が結成されると，リー・クアンユー (Lee Kuan Yew)，S.
ラジャラトナム (Sinnathamby Rajaratnam)，デヴァン・ナイル (Devan Nair Chengara
Veetil) ら PAP 指導者たちがサマッドと相談するため頻繁に『ウトゥサン・ムラユ』を訪れ
るようになったという [Usmang 2000: 50; Ali 2000: 82]。
『ウトゥサン・ムラユ』とそれを事実上率いるサマッドの影響力は，反英独立運動の主体で
あった華人系学生団体や労働組合にも浸透していた。マレーシア人民党 (Parti Rakyat
Malaysia) 総裁や人民公正党 (Parti Keadilan Rakyat: PKR) 副総裁を歴任したサイド・フシ
ン・アリ (Syed Husin Ali) は，1955 年に当時シンガポールにあったマラヤ大学に入学してい
る。彼によれば，当時の大学生と『ウトゥサン・ムラユ』のジャーナリストは非常に密接な関
係にあり，大学に入学したばかりの学生はまずは『ウトゥサン・ムラユ』の記者と会い，お互
いを知り合うことが伝統となっていたという [Syed Hussin 2000: 76]。また，1950 年代に華人
ドがどのような公式な地位についていたか実際は誰もわかっていなかったという。ただし，サマッ
ドが編集部ではユソフに次ぐ地位にあり，編集部を統括する立場にあることは誰もが認めていたと
いう [Ali 2000: 88]。
↘











武器を調達するための基地となった [Firdaus 1985: 113]。サマッドの住む集落は独立闘争の
闘士たちを収容する拠点の 1つであった。サマッドは彼らを支援し，シンガポールからインド
ネシアに向けての武器や食料の密輸に関わっていたとされる [Cheah 2000: 3]。サマッド本人
が認めるように，『ウトゥサン・ムラユ』には共産主義者，タン・マラカ (Tan Malaka) の一
派，イスラーム主義者など様々な勢力を代表するインドネシア独立運動の闘士が来訪し，シン





第二次大戦後にマラヤに戻ってきたイギリスは，新しい統治の仕組みとして 1945 年 10 月に








20) マラヤ連合案では，1946 年の法令発行時にマラヤ連合かシンガポールに住んでいた 18 歳以上の者











我々を呪うことになるだろう。[Utusan Melayu 16 October 1945]
この『ウトゥサン・ムラユ』の反マラヤ連合の論説に続いて『ワルタ・ヌガラ』(Warta
Negara) や『マジリス』といったマレー語紙も次々とマラヤ連合に反対を表明した。さらに，



















を見直して新憲法を発布するための憲法作業委員会を 1946 年 8 月に発足させてマレー人を含
議論の変遷の詳細については，金子 [2001: 105-114] を参照。
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研究者の中には 1947 年から 1948 年にかけて『ウトゥサン・ムラユ』がUMNOのライバル









UMNO が一般の人民の生活面で [の改善に] 明白な証拠を [示すことを] もって，政治
21) 作業委員会に参加したのは 6名のイギリス政府代表，4名のスルタン代表と，2名のUMNO代表だ





対する真の試練である。[Utusan Melayu 6 February 1948]
2．自由な編集部
1940 年代後半にはその親英的な立場と即時独立を求めない姿勢などによって『ウトゥサン・
ムラユ』から批判を受けることになった UMNO だったが 1950 年代に入るとその活動方針の
一部が左派マレー・ナショナリストの主張に近づいていった。それを如実に表すのが，
UMNO のスローガンの変化である。結成当初の UMNO のスローガンは「マレー人よ永遠な
れ」(Hidup Melayu) であった。このスローガンの採用には，UMNO を主導したスルタンら
を中心とする旧支配層が即時独立ではなく，戦前の植民地統治下での旧秩序の回復を志向して
いたことが影響していた。しかし，1950 年 8 月の UMNO 党大会を境に，スローガンを「独
立」(Merdeka) に変更することが提案され始める。1950 年 8 月の党大会を引きつぐ形で翌年
3 月の党大会で青年部による提案を経て，「独立」が正式なスローガンとして採用されること
になった [Firdaus 1985: 127-128]。
その後の UMNOは創設者オン・ジャアファルの UMNOからの離党とトゥンク・アブドゥ
ル・ラーマン (Tunku Abdul Rahman) の第 2代総裁選出を経てマラヤ独立運動の最大の受け
皿として成長していった。さらに，1955 年の自治政府の議員を選ぶ初の総選挙でUMNOを中










22) 連盟はUMNOと，華人政党のマラヤ華人協会 (Malaya Chinese Association: MCA) および，マラ
ヤインド人会議 (Malayan Indian Congress: MIC) の 3 党によって選挙に臨み，全 52議席中の 51
議席を獲得して圧勝した。






プール支社を統括していたアジズ・イシャク (Aziz Ishak) である。アジズの記事に不満を覚



















1946 年にはサマッドとともに青年運動隊 (Gerakan Angkatan Muda: GERAM) を結成して
いる。GERAM の結成は，アジズによれば，「UMNO が [独立について] あまりにゆっくり
しすぎている一方で，MNP [PKMMの英語表記] がインドネシア独立の要求のテンポに調子




し，マラヤ独立党 (Independence of Malaya Party: IMP) を結党するとそれに従い，UMNO
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IV 独立後の『ウトゥサン・ムラユ』 ―― UMNOとの関係の変化
1．サマッドとユソフの退社









ン支局長の後にヌグリスンビラン州の UMNO 青年部長となったサマッド・イドリス (Samad
Idris)，クアラリピスの記者でパハン州 UMNO の指導者だったカイルディン・カウィ
(Khairuddin Kawi)，UMNOの党員でありながら『ウトゥサン・ムラユ』だけでなく，英語紙『ス
トレーツ・タイムズ』の記者でもあったダハリ・アリ (Dahari Ali) などがいる [Samad 1989: 64]。












ムラユ』だったが，マレー半島で急速に部数を拡大し，1950 年代後半には読者の 8 割が農村










を書くことを命じられたという [Samad 1989: 64]。『ウトゥサン・ムラユ』のスタッフの間で
は，事実上の編集長であるサマッドの急なジャカルタへの異動をユソフらの経営陣に撤回させ










をかけ，サマッドを編集部から追い出そうとしたとの説である [Samad 1989: 64]。
植民地統治下のマラヤでは共産党のゲリラ活動に対抗するために 1948 年に非常事態令が発
令されたが，同じ年に成立したのが出版物発行に免許申請を義務づける出版機法 (Printing



















ア・ヘルトフ (Maria Hertogh) 事件である｡26) リーはこの事件の弁護をユソフ・イシャクの





25) サマッドは当時親しかったラーマン側近のサイド・ジャーファル・アルバール (Syed Jaafar
Albar) と連絡を取り，UMNO内部の様子を探ろうとしている。ジャーファル・アルバールはサ
マッドのジャカルタ行きが UMNO内部の権力闘争に端を発していることを示唆し，ユソフの決定
に抵抗するように勧める手紙をサマッドに送っている [Samad 1989: 64-65]。
26) マリア・ヘルトフ事件の詳細については，Syed [2009] を参照。




依拠せざるをえなかったからである [岩崎 1996: 54-55]。ザハリは，リーは一説には共産主義
者であるとも言われているサマッドの個人的背景を承知していたが，PAP設立当初はサマッ
ドと彼のネットワークを利用し，左派勢力との暗闘が始まりつつあった独立直前にサマッドを







私はおそらく，このこと [サマッドが実質的編集長として君臨したこと] がユソフと A.
サマッド・イスマイルとの関係に徐々に亀裂を生じせしめ，それが最終的に顕著になって



























































機を購入するための事業資金である。その資金集めのために 1956 年には，1939 年の設立以来
2度目となる新株の発行を行った。この時の新株発行によって『ウトゥサン・ムラユ』の最大
の株主になったのは，スブランプライに本拠を置いてマレー半島北部で輸送業を営むフェデラ
ル・トランスポート (Federal Transport) 社であった。この会社のトップはペナン島の
UMNO指導者のハシム・アワン (Hashim Awang) だった。しかし，彼が『ウトゥサン・ム
ラユ』に対する UMNO の立場を直接的に代弁するようになったのではなく，彼の会社から
ジョホールの企業家を経て，最終的にUMNOへと株式が渡ったとされる。フェデラル・トラ
ンスポート社からUMNOに至る株式の売買は 1958 年から 1961 年までの間に行われたという






く批判している｡28) 国内政策ではハミド・トゥア (Hamid Tuah) に率いられた土地なし農民
の運動を『ウトゥサン・ムラユ』が支持していたことがUMNOとの対立に拍車をかけた｡29)




[Abdullah Ahmad 1985: 1-3]。
↗
29) ザハリへのインタビュー [2009 年 8 月 1日スバンにて]。ハミド・トゥアはマラヤの独立前後から




(Ibrahim Fikri)30) を経営陣に送り込み，1961 年 7 月にザハリに次の 4カ条の編集指針を指示





















ながらも，運動を続けた。1967 年 8 月にはスランゴール州のテルックゴンで 530 名余りの農民とと
もに野菜を植えて開拓を行ったことが知られている [Hishamuddin and Mohd. Ridzuan 2009]。
↘
30) イブラヒム・フィクリは『ウトゥサン・ムラユ』のストライキの終了後は会長として経営に携わる
が，1961 年 11 月にはトレンガヌ州の州首相に就任して 1970 年までその地位にあった。
31) ザハリへのインタビュー。ストライキが発生し，それが一般労働者や事務員を巻き込んで長期化し
た理由について，オスマン [Othman 1989] が指摘するように社外の共産主義者の扇動によるもの
だとする見方もある。他にも，サファール・ハシム [Safar 1996: 248-249, 256] は，①一般労働者
や事務員たちを含めて社員たちが『ウトゥサン・ムラユ』が UMNOの傘下に入り，言論の自由が
失われると，読者が離れて自分たちの職を失う可能性があると考えたため，②クアラルンプール本
社での 115 名のストライキ参加者のうちの 9割がシンガポール出身者で彼らがマレー半島出身者よ
りも戦闘的かつ急進的であったため，とする説明をしている。




ン・ムラユ』はストライキ発生翌日の 6 月 22日分を除けば発行が続けられた。経営側はスト
ライキへの参加を拒んだジャーナリストを中心にシンガポール支社からも応援を呼んで本社の




























































の中心人物だった文学者のクリス・マス (Keris Mas) やウスマン・アワン (Usman Awang) らは
『ウトゥサン・ムラユ』のジャーナリストとして最初のキャリアを積んだ。
























































Abbott, Jason P. 2011. Electoral Authoritarianism and the Print Media in Malaysia: Measuring Political Bias
and Analyzing Its Cause. Asian Affairs 38(1): 1-38.
Abdullah Ahmad. 1985. Tungku Abdul Rahman and Malaysiaʼs Foreign Policy 1963-1970. Kuala Lumpur:
Berita Publications.
Ahmad Sebi. 2000. Samadʼs Influence. In A. Samad Ismail: Journalism and Politics, edited by Cheah Boon
Kheng, pp. 123-158. Kuala Lumpur: Utusan Publications & Distributions Sdn Bhd.
Ainon Haji Kuntom. 1974. Leading the Path to Freedom. Leader: Malaysian Journalism Review 3(1): 39-41.
Ali Salim. 2000. A Pioneer in Malay Journalism. In A. Samad Ismail: Journalism and Politics, edited by
Cheah Boon Kheng, pp. 81-101. Kuala Lumpur: Utusan Publications & Distributions Sdn Bhd.
Anderson, Benedict. 1983. Imagined Communities: Reflections on the Origin and Spread of Nationalism.
London: Verso.
Ariffin Omar. 2015. Bangsa Melayu: Malay Concept of Democracy and Community 1945-1950. 2nd ed.
London: Oxford University Press.
Aziz Ishak, Abdul. 1977. Special Guest: The Detention in Malaysia of an Ex-Cabinet Minister. Singapore:
Oxford University Press.
Bernama. 2006. Utusan Melayu Newspaper to Be Published Again. 6 March. http: //www. bernama.
com/bernama/v3/printable.php?id=184151 (2016 年 8 月 17日確認).
ChamilWariya. 1989. Dua Perspektif Mogok Utusan. In Di Sebalik Jendela Utusan: Suara Karamat, edited
by Utusan Melayu (Malaysia) Berhad, pp. 43-47. Kuala Lumpur: Utusan Melayu (Malaysia)
Berhad.
Cheah Boon Kheng. 2000. Introduction. In A. Samad Ismail: Journalism and Politics, edited by Cheah Boon
東南アジア研究 55 巻 1 号
68
Kheng, pp. 1-15. Kuala Lumpur: Utusan Publications & Distributions Sdn Bhd.
Chew, Melanie. 1999. The Presidential Notes Volume 1: A Biography of President Yusof bin Ishak.
Singapore: SNP Publishing.
Firdaus Haji Abdullah. 1985. Radical Malay Politics: Its Origins and Early Development. Petaing Jaya:
Pelanduk Publications.
Funston, N. John. 1980.Malay Politics in Malaysia: A Study of the United Malays National Organization and
Party Islam. Petaling Jaya: Heinemann Education Books.
Hamidah Hassan. 2000. A Consummate Actor. In A. Samad Ismail: Journalism and Politics, edited by
Cheah Boon Kheng, pp. 16-41. Kuala Lumpur: Utusan Publications & Distributions Sdn Bhd.
Hishamuddin Rais; and Mohd. Ridzuan. 2009. Student Activism, Then and Now. New Straits Times. 16
May.
Jeniri Amir. 2005. Perjuangan Getir Wartawan Melayu. Dewan Masyarakat 43(11): 11-14.
Khong Kim Hoong. 2003. Merdeka ! British Rule and the Struggle for Independence in Malaya 1945-1957.
Petaling Jaya: Strategic Information Research Development.
Kong, Lester. 2013. What Drives Utusanʼs Controversial Stance. Straits Times. 2 June.
Latif Abu Bakar, Abdul. 1984. Abdul Rahim Kajai: Wartawan dan Sasterawan Melayu. Kuala Lumpur:
Dewan Bahasa Dan Pustaka and Kementerian Pelajaran Malaysia.
. 1998. Peranan Media Dalam Pilihan Raya Perseketuan. Shah Alam: Penerbit Fajar Bakti.
Lily Zubaidah Rahim. 2010. Daring Challenge the Status Quo: The Lateral Vision and Meandering Political
Journey of Left Malay Nationalists from Singapura. In Reading the Malay World, edited by Rick
Hosking, Susan Hosking, Noritah Omar, andWashima Che Dan, pp. 44-65. Kent Town:Wakefield Press.
Marina Samad. 1972. Early Malay Journalism: Jawi Peranakan and the First Malay Newspapers. Leader:
Malaysian Journalism Review 1(1): 18-22.
Mohamed Salleh Lamry. 2006. Gerakan Kiri Melayu dalam Perjuangan Kmerdekaan. Bangi: Penerbit
Universiti Kebangsaan Malaysia.
Mohammad Yunos Hamidi. 1961. Sejarah Pergerakan Politik Melayu Semenanjong. Kuala Lumpur: Pustaka
Antara.
Mustafa K. Anuar. 2002. Defining Democratic Discourses: The Mainstream Press. In Democracy in
Malaysia: Discourses and Practice, edited by Francis Loh Kok Wah and Khoo Boo Teik, pp. 138-164.
Richmond: Curzon Press.
Ongkili, James P. 1985. Nation-building in Malaysia 1946-1974. Singapore: Oxford University Press.
Othman Wok. 1989. Bila Yusof Marah Utusan Melayu Senyap Sunyi. In Di Sebalik Jendela Utusan: Suara
Karamat, edited by Utusan Melayu (Malaysia) Berhad, pp. 55-60. Kuala Lumpur: Utusan Melayu
(Malaysia) Berhad.
Rahman, Tunku Abdul. 1979. Peranan Utusan Melayu Bukan Perkiauman Tetapi Membela Golongan
Majoriti di Negaranya. In 40 Tahun Utusan Melayu, edited by Utusan Melayu (Malaysia) Berhad, pp.
28-31. Kuala Lumpur: Utusan Melayu (Malaysia) Berhad.
Ramlah Adam. 2004. Gerakan Radikalisme di Malaysia, 1938-1965. Kuala Lumpur: Dewan Bahasa dan
Pustaka.
Roff,William R. 1994. The Origin of Malay Nationalism. 2nd ed. Kuala Lumpur: Oxford University Press.
Safar Hasim, Mohd. 1996. Akhbar dan Kuasa: Perkembangan Sistem Akhbar di Malaysia Sejak 1806. Kuala
Lumpur: Penerbit Universiti Malaya.
Samad Ismail, A. 1989. Suara Kermat Membawa Tradisi Baru. In Di Sebalik Jendela Utusan: Suara
Karamat, edited by Utusan Melayu (Malaysia) Berhad, pp. 61-68. Kuala Lumpur: Utusan Melayu
(Malaysia) Berhad.
. 1993. Memoir A. Samad Ismail di Singapura. Bangi: Penerbit Universiti Kebangsaan Malaysia.
Sani, Rustam A. 2008. Social Roots of the Malay Left: An Analysis of the Kesatuan Melayu Muda. Petaling
Jaya: SIRD.
Stockwell, A. J. 1979. British Policy and Malay Politics during the Malayan Union Experiment 1942-1948.
Kuala Lumpur: Art Printing Works.
伊賀：マレーシアにおけるメディア統制と与党UMNOの起源
69
Syed Hussin Ali. 2000. A Genuine Nationalist. In A. Samad Ismail: Journalism and Politics, edited by Cheah
Boon Kheng, pp. 73-80. Kuala Lumpur: Utusan Publications & Distributions Sdn Bhd.
Syed Muhd Khairudin Aljunied. 2009. Colonialism, Violence and Muslims in Southeast Asia: The Maria
Hertogh Controversy and Its Aftermath. New York: Routledge.
. 2015. Radicals: Resistance and Protest in Colonial Malaya. DeKalb: Northern Illinois University
Press.
Usmang Awang. 2000. Leader of Malay Literary Movement. In A. Samad Ismail: Journalism and Politics,
edited by Cheah Boon Kheng, pp. 46-53. Kuala Lumpur: Utusan Publications & Distributions Sdn Bhd.
Utusan Melayu. 1949. Utusan Melayu 10 Tahun. Singapore: Utusan Melayu.
. 1979. 40 Tahun Utusan Melayu. Kuala Lumpur: Utusan Melayu (Malaysia) Berhad.
. 1989. Di Sebalik Jendela Utusan: Suara Karamat. Kuala Lumpur: Utusan Melayu (Malaysia)
Berhad.
Zahari, Said. 1989. Mogok Utusan: Megapa Dan Untuk Apa. In Di Sebalik Jendela Utusan: Suara Karamat,
edited by Utusan Melayu (Malaysia) Berhad, pp. 30-35. Kuala Lumpur: Utusan Melayu (Malaysia)
Berhad.
. 2001. Dark Clouds at Dawn: A Political Memoir. Kuala Lumpur: INSAN.
. 2006. Dalam Ribuan Mimpi Gelisah: Memoir Said Zahari. Kuala Lumpur: Utusan Publications.
. 2015. Suara Bicara: Fragmen Memoir Said Zahari. Kuala Lumpur: PSR; Petaling Jaya: SIRD.
Zaharom Nain. 2002. The Structure of the Media Industry. In Democracy in Malaysia: Discourses and
Practice, edited by Francis Loh Kok Wah and Khoo Boo Teik, pp. 111-137. Richmond: Curzon Press.
Zaharom Nain; andWang Lay Kim. 2004. Ownership, Control and the Malaysian Media. InWho Owns the
Media: Global Trends and Local Resistance, edited by Pradip N. Thomas and Zaharom Nain, pp.
249-267. London and New York: Zed Books.




Hatta Wahari (National Union of Journalist 代表)，2011 年 2 月 28日，クアラルンプール．
Masjaliza Hamzah (Center for Independent Journalism 代表)，2013 年 3 月 13日，クアラルンプール．
Said Zahari (『ウトゥサン・ムラユ』元編集長)，2009 年 8 月 1日，スバン．
Steven Gan (『マレーシアキニ』(Malaysiakini) 編集長)，2011 年 2 月 16日，クアラルンプール．
(2016 年 12 月 2日 掲載決定)
東南アジア研究 55 巻 1 号
70
